
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度豊岡市民プラザ自主事業 

市民の手で創りあげる平和を願う朗読劇  

主催：豊岡市／豊岡市民プラザ・NPO 法人プラッツ 

『祈りー1945』平和を願う朗読劇・豊岡 2022 上演実行委員会 

お問合せ：豊岡市民プラザ 〒668-0031 豊岡市大手町 4-5 アイティ７Ｆ 
     ＴＥＬ(0796)24-3000 ＦＡＸ(0796)24-3004 Ｅ-mail info@platz-npo.com 

平和を願う朗読劇“読み手”募集 
詳細は裏面の募集要項をご覧ください。 

上演実行委員会は、平和を願う朗読劇の“読み手”を募集します。 

平和への願いをこめて、あなたも参加してみませんか！ 

過去と現在と未来のすべての母と子のために 

逝ったひとはかえってこれないから 

逝ったひとは叫ぶことが出来ないから 

逝ったひとはなげくすべがないから 

 

生きのこったひとはどうすればいい  『慟哭』より 

生きのこったひとは何がわかればいい （大平 数子） 
                    

ちちをかえせ ははをかえせ  としよりをかえせ 

こどもをかえせ  わたしをかえせ 

わたしにつながる にんげんをかえせ 

にんげんの にんげんのよのあるかぎり 

くずれぬへいわを へいわをかえせ 

           『原爆詩集 序』（峠 三吉） 

水ヲクダサイ  アア 水ヲクダサイ ノマシテ下サイ 

死ンダホウガ マシデ  死ンダホウガ 

アア  タスケテ タスケテ  水ヲ  水ヲ 

ドウカ  ドナタカ  オーオーオーオー  

『水ヲ下サイ』より（原 民喜）  

◆8月 6日のあのとき、ぼくはまだ学校に行ってはお

りませんでした。◆三機のＢ29が上空を飛んでいる。

◆朝礼のさいちゅう、頭上を飛行機が通った。それを

見ていたら、先生が「こら！」とおしかりになったの

で、前を向いた。そのとき、   

        『原爆の子』より（長田 新 編） 

人類への希望と信頼のために－ 
彼らが残してくれた今を生きるために－ 


